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1960年にP･Dpanがn与,m2-の質量をもつ同位元素からなるランダムな一次元鎖
の振動をnegativefactor･countingmethodで計算 し,従来からグリーン関数など

で求められた滑らかな状態密度ではなく,多くの凹凸わある状態密度を求め,又,その
1)

凸部かある種の有限個からなる鎖の振動モー ドに対応 してい草ことを発見した. これ
2)

は,その顔に,堀,福島により,理論的根拠を与えられた.一方,凹部 (密変が完全に

零となっておりSppcialfrpqupncyと呼れている.)については,堰,松田の証明が

ぁ｡,3)他のモデル,例えば,Kranig-Penneyモデルでも,適当な条件の下でspecial

enprgyが存在することが,示されている｡

同様O-)ことが,交換積分やスピンの大きさがランダムになっている砂煙体でも期待さ

れる.一次元-イゼンベルグ強磁性体では, i+1番 目のスピン状態k i,i-1番目の

スピン状態が,.既知であれば,遷移行列 T(i･i-1)から求められる｡しかし,′､イゼ

ンベルグ強敵性体ではT(i,.i-1)-が unimodularでなくなるため,最短のシリーズ

で, unimdularになるまででの積,つまりPT(i･i-i)T(i-1,i-2)-･-･･

T(j+1,j)を,今の系での遷移行列 T(i･j′;m･n)とする｡ ここでm,n は i番 目㌔

の格子点からj番月の格子点までに続いて並んでいる同種の原子数である｡ (3種類以

上の掛合はP,rT',n -････ であるか簡単のため2種類e?原子の場合に限った. )

後は,堀.松田の定理が述べている如 く,

① LtrT(i,j,m,n)l> 2 for rn,n≧ ユ

㊥ すべての sourcppoint, sinkp?intが分離している･こと,つま｡, phase

disJOif?tneSd

か成立つ様なスピンの大きさ,交換積分を求めれば良い｡

例 として.2種類の交換樟分をもつ,ボンド型のランダムな′､イゼンベルグ強野性体

を老える｡ ハミルトニアンは
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ここで, kは1又は2である｡ この系では次の4種麹の遷移行列が堺われる｡
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ここで a7-2JIS(1rcos､ス1)- 2J2S(1+coshl2)0

これ らからJl,J2な る交換稀分を表わすボンドが;夫々, n本,m本 並んでいる

unimodularな遣移行列は,

Trm･n)- T〝(T2)m~lT′(Tl)n~1

と作 られる. この T(m,n)e)陽なる表現は,

･(-,n) -- ,pa*S*'
とすると,

a･- 〔tABsinh,n}2- 2f3sinh(,n-1)早 (Jl/J2)sinh(m-2)項 pinll

+ 2‡Asinhml2-Sinh'm･-1)症 (n州 1+ ,,2/くJl)sinh…12Pi(n~2)l】〕

p､- 〔†AljLiinhml2-2T-isinh(nl-1)}2+(く]1/J2)sinh(n1-1,)12

+ (J/Jl)岳in･hm}2Iei(1-n)}】+‡Asinhml2-Sinh(m-1)12fx
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†ei(2¶)ll+e-inlli〕(-1)mo1/2i sinl l sinhl2 ,

ここで

A - ro'--JIS-J2S)/JIS

Iう- ru⊥JIS-J2S)/J2S

である｡

このT(m,n)について,上

述の覗,松田の定理が成立つ様

なJl/ J2-を各々の llについて

求めたものが図 1である｡

Jl/J2 の値が図 1の点よりも

大きければ,常に speci∂l

energyが存在する｡ その他,

異方的交換精分をもつ-イゼン

ベルグ強磁性体や,質量と結合

定数が共にランダムにな-1てい

る振動系についてもrpf.4)に

議論 されている｡
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